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ン ドン ・ブ ームの仕 掛 人で もあ る コ ンラ ン

卿 が 最初 に仕掛 けた 「Habitat」 一 日本 の

80年 代 の 「無 印良 品」 にあ た る もの と考 え

てい ただ けれ ばい いか と思 う によ る都

市の ラ イフス タイルの変 化 な どな ど、 社会

や文化 が 大 き く変化 した。 そ して、 これ を

指 して、「SwingingSixties」 む りや り訳

せ ば 「揺 れ に揺れ る60年 代 」 といった とこ

ろか一 とい う表現 もつ くられ た。 しか し、

90年 代 も終 わ りに さしか か った現 在 、 イ

ギ リス 人た ちは、社 会 が再 び 「揺 れ」 は じ

め た と 感 じて い る。 他 の 西欧 諸 国 同 様 、

様 々な社 会問 題 をい まだ抱 えて い る とはい

え、"LondonlsSwingingAgain!"と い ったキ

ャッチ ・フ レーズが それ ほ ど違和 感 もな く

受 け入れ られてい る現在 の イギ リスは、「英

国病」 が もはや末期症状 にあ った70年 代 、

サ ッチ ャー政 権 の荒療 治 の反動 で ます ます

停滞 してい るか の よう に見 えた80代 と く

らべ て、確か に、「ど こか違 うそ」 と思 わせ

るのであ る。

以1二は、わた しが'96年10月 か ら'97

年9月 までの 一年 間 を、ブ リテ ィ ッシュ ・

カ ウ ンシルの フェロー と して ロ ン ドンで暮

らす うちにい だい た実感 で ある。 一度 は ど

ん底 まで落 ちてい る に もか かわ らず、抜 本

的 な 、 しか しそ れ だけ に大 きな痛 み もとも

なわず に はい ない改 革 を断行す るこ とに よ

って、再 び歴 史 の プ レー ヤー の地位 に返 り

咲 いた こ う した イギ リス の底力 は 、わ た し

が法 律学 専攻 の 大学 院生 と して在籍 した ロ

ン ドン ・ス クー ル ・オ ブ ・エ コ ノ ミクス

(正確 には、LondonSchoolofEconomicsand

PoliticalScience、 略 称LSE。 ま た、LSE

90年 代 イギ リスの活況

か つて ない英 国 ブー ムだそ うで あ る。 フ

ァ ッシ ョン誌 は競 って イギ リス特集 を組 む

し、林 望教授 や マ ー クス寿 子 さん らのエ ッ

セ イもあい かわ らず売 れ続 け てい る。 ガー

デ ニ ン グや西 洋骨 董の ブ ーム に して も、 英

国流 の伝 統的 な ラ イフス タイルへ の憧 れ と

切 り離す こ とが で きない し、 この話 をす る

と当の イギ リス 人た ちはみ な笑 って驚 くの

だが 、一 時 は見向 き もされ なか った イギ リ

ス車 を買 お う とい う奇特 な人た ち も増 えて

い る ようだ。 しか し、 その舞 台裏 に は、昨

今の円 安 に もめ げず 大金 を落 と し続 け る 日

本 人観 光客 の更 な る誘致 と、 日本 にお ける

イギ リス製 品の売 り込 み に さ らに力 を注 こ

う とす る イギ リス政府 の大 規模 な キ ャンペ

ー ンが あ る とい うこ とも
、 わ れわれ は知 っ

て いる。 い かな るブ ームの背 後 に もその仕

掛 人が いる とい うこと こそ 、80年 代 に わ

れわれが学んだ ことであった。

しか し、近 頃の イギ リスが これ まで に な

い活 況 を呈 してい る とい うこ と も、や は り

否定 で きない事 実で あ る。 しか も、不況 を

なか なか抜 け 出せず にい る 口本 とは正 反対

に、 ます ます上昇 を続 け る消費 、株 価、 通

貨 、地 価 を指 標 と した イギ リス経 済 だ けで

な く、 フ ァ ッシ ョン、サ ブ カルチ ャー、 音

楽 な どにつ いて 見て も、 い まの イギ リスは

確iか に勢 いづ いて い る。 か つ て60年 代 、

イギ リスで は、 ビー トル ズや ロー リ ング ・

ス トー ン ズら をは じめ とす る若 者の生 き方

その もの と しての ロ ック ・ミュ ー ジ ックの

浸 透 、 ミニ スカー トの流 行 に典型 的 に見 ら

れ るよ うな フ ァッシ ョンの革 新、現 在 の ロ
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LSE本 館(01dBulding)付近

あっ たジ ェ レ ミー ・ベ ンサ ムの 「オー トア

イ コ ン」一 ミイラの一種 と考 えて も らえ

ばい いだ ろ う が安 置 され てい る)や キ

ングス ・カ レ ッジ とな らぶ 一 カ レ ッジ とし

て、ロン ドン大学 に編 入され ること となった。

その後 、LSEは 文 字 どお り、 イギ リス

の政 治 ・経済 ・社 会変革 のモー ター となる。

財 界、官 界 、政界 、学 界 に社会 科学 の素 養

を もった、 「使 える」 人材 を供給 し続 けたの

み な らず 、 イギ リス の大 きな政 治 ・経 済 上

の構 造改 革 の背後 には、必 ずLSEが あ っ

たと言 ってい い。

まず 、戦 後、 各国 の福 祉 国家 のモ デ ル と

なった イギ リス型福 祉 国家 「ゆ りか ご

か ら墓場 まで」 のあれで ある の設計 者 、

ベ ヴ ァ リッジは 、第一 次世 界大 戦後 か ら第

二次 世界 大戦 にかけ てLSEの 学 長 であ っ

た。 また、 その次 の巨 大改革 で あ るサ ッチ

ャー政権 の大 胆 な市 場 化 と規 制緩 和 の背 景

にはハ イエ クの経 済学 と社 会哲学 が あ った

が 、ハ イエ ク もまたLSEで 長 ら く教 鞭 を

取 って い る。 そ して 、現 在最 も注 目 され て

い る社会 学者 の一 人で あ り、LSEの 現 学

長 であ るア ンソニ ー ・ギ デ ンスは、保 守党

の長期 政 権 をつい に終 わ らせ るこ とに成功

の卒 業生は好んで母校 を 「TheSchoo1」 と呼

ぶ。 まるで ここ をお い て他 に 「学校 」 は存

在 しない かの よ うに)で も、 ひ しひ しと感

じられた。 そ こで 、 この短 文 では 、わ た し

が 第二 の学生 生 活 を経 験す るこ と とな った

LSEと い う場 所 を紹 介す るこ とに よって、

現 在の イギ リスの活 況の裏 に、 オ ックス フ

ォー ド=ケ ンブ リ ッジ流 の貴族 主義 的で 閉

じられ た文 化 とは異 な る、現実 的 で風通 し

の よい、 開かれ た文 化が あ る とい う こ とを

示 したいと思 う。

LSEと い うところ

LSEは 、 い まで は ロン ドン大学 の一 カ

レッジ となって い るが、 そ もそ もは 『ピ グ

マ リオ ン』(オ ー ドリー ・ヘ ップバー ン主演

の映 画 『マ イ ・フェア ・レデ ィー』 の原作)

な どで有名 な劇作 家バ ーナー ド ・シ ョー と、

産 業化 と都 市化 に よって生 じた様 々な社 会

問題 の解 消 に心血 を注 い だ、 フ ァビア ン協

会 の ウェ ッブ夫妻 らに よって設 立 され た私

塾 であ った 。19世 紀 末 のあ る夏 の 日の 歓

談 で出 され た 「もの ご との原 因の究 明 を実

際 の社 会問題 の解 決 に役立 て る ことので き

る ような、 そ う した 人材 を育成 す る学校 が

あれば ね え」 とい う思 いつ きが 、 まず はバ

ー ナ ー ド ・シ ョーの 自宅 の一 角 を借 りて、

さ まざ まな講 師 を呼 んで行 われ る私塾 とい

うかた ちで実 現 し、 それ はやが てLSEへ

と発 展 して い ったの であ る(シ ョーの書斎

は現 在 、LSE本 館 に移 され 、Shaw's

Libraryと い う名 の図書館 と して学生 や教員

たちの憩 い の場 とな ってい る。 また 、 ここ

で は学 内向 け無料 コ ンサ ー トもほ ぼ毎 週行

われ てい る)。 やが て シ ョーの家 は手狭 とな

り、LSEは 王 立 裁判 所の す ぐそば の ク レ

ア ・マ ー ケ ッ ト通 りに移 る こ と に な っ た

(こ の住所 は現 在 もか わって いない)。 また、

制度 的 には後 に、ユ ニ ヴァー シテ ィ ・カ レ

ッジ(余 談 だが 、 こ この 入 り口付近 に は、

「最 大多数 の最 大幸福」 で有名 な功利 主義の

哲学 者で あ り、 ロ ン ドン大学 の創 設者 で も



増 えつつある。おそらく、その理由の一つ

には、英語 というものが、 ビジネスにおい

て も、政治 においても、学会 においても、

ますます共通のワーキ ング ・ランゲジとな

りつつあることがあるのだろう。好 むと好

まざるとにかかわらず、それはもはや現代

のラテン語 といって もいい。また、イギリ

スの近年の経済的活況が留学生 を呼 び込ん

でいるの だと考 えたい向 きもあるだ ろう。

あるいは、サ ッチャーによる大改革以降の、

イギリスの大学の厳 しい台所事情 をよくご

存知のかたのあいだには、留学生の方がイ

ギ リス人や英連邦出身者 よりも高い授業料

を払 わなければな らない システムなので、

大学は財政的配慮 からなるだけ多 くの留学

生 を取 りたがるという説明をするむ きもあ

るだろう。

しかし、これ らは半面真実であるが、後

の半面は当たっていない。 まず、英語の勉

強ならわざわざここでな くて もいいだろう。

また、経済的凋落が即座に留学生の数の激

減 と結びついて しまうどこかの国の場合 と

違って、不況期 もLSEは 多 くの留学生で

ごった返 していた。最後に、大学財政にと

っては旨みの少ない 「割引料金」 は実 はイ

ギリス人だけでなくEU諸 国の留学生 にも適

用されているが、にもかかわらずLSEの

場合、最 も多いのはヨーロッパ出身の留学

生 なのだから、この説明もあまりしっ くり

とこない(ち なみに、わた しが在籍 した法

律研究科の場合、EU統 合の影響であろうか、
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した トニー ・ブ レアの 隠れ たブ レー ンの一

人で あ る(ち なみ に、 ギデ ンス は学 長 と し

て多忙 を極 め る に もかか わ らず サ ッチ

ャー政 権 に よ る大 幅 な教 育 予 算削 減 以 降 、

イギ リス の大学 学長 の主 要 な仕 事 は寄 付 金

集 めで あ る 週 に一度 、社会 科学 全般へ

の導 入 と して、 マ ル クスや ウェーバ ーか ら

近 年 の グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ ン論 に い た る

「近代 化」 理論 をめ ぐる講 義 を行 ってい る。

名 目上 は一年 生向 け の入 門講 義 とい うこ と

にな ってい るが、 簡単 に真似 の で きない よ

うな、明 晰 で生 き生 き と した名講 義で 、教

員や 学外 か らの聴講 者 も数多 く盗 み聞 き し

ていた)。

制 度改革 に対 す る直接 的 な影 響 だけ で な

く、学 問 的 に も、LSEは 数 多 くのパ イ オ

ニ アた ちを生 ん で い る。一 例 を挙 げ れ ば、

経 済 学 で は、先 ほ どあ げ たべ ヴ ァリ ッジ、

ハ イエ クや 、 ラ イオ ネル ・ロ ビンス、政治

学 者 では ラス キ、 オー クシ ョッ ト、 人類学

のマ リ ノウス キー、科 学哲 学で は、 ハ イエ

クの盟 友で もあ った カー ル ・ポ パー 、その

弟子 の ラ カ トシュ、方法 論 的 アナー キス ト

と して有 名 な ファ イヤ ア ーベ ン ト、社 会学

の ダー レン ドル フ、 アー ネス ト ・ゲ ルナー

な ど、 そ うそ うたる面 々がLSEで 教 鞭 を

取 っ てい る。 また 、わ れ われ 日本 人 には 、

『イギ リス と日本 』 などの骨太 のエ ッセ イや

最 近刊 行 が始 まった 自伝 な どで有名 な経 済

学 の森嶋通夫教授 の名前が まず思 い浮 かぶ。

LSEの 底 力 と しての留学生

こ うして綺 羅星 の よ うに な らん だ数 々の

名 前 を眺め てい る と、そ こ に共通 した一 つ

の特 徴 があ る こ とに思 い 当た る。 こ う した

LSEの 歴 史 を飾 る ビ ッグ ・ネーム の多 く

が 、必 ず しもイギ リス人 あ るい は、 も

っ と広 く英連 邦(コ モ ンウェル ス)出 身者

一 で はな く
、外国人である とい うことだ。

い まで もLSEに は 、留学 生が 多 い。 こ

この学生 の半 数以上 は世 界 中か ら集 まっ た

留学 生 たちで あ り、 また、そ の比率 は年 々



学術雑誌コーナー

経済的活況が留学生を集めると考えるのは、

転倒 した考 えかたである。経済が悪 くなっ

た途端、留学生がいなくなって しまうよう

な場所 には、苦労 してで もそ こで学 びたい

と願 うような自由で寛容な学問文化が、そ

もそ も育っていなかったというだけの話 な

のだ。

紙幅の都合 もあ り、むりや り結論 に持 っ

てい くが、現在の イギ リスの活況について

もこう した異文化への寛容 とい うことが、

その背景の一つ として考えられるのではな

かろうか。例えば、 ファッション界におい

てロンドンが再び世界の中心 となりつつあ

るのは海外出身の若いデザイナーたちに負

うものであるように、海外か らの積極的な

人材の登用 を通 じて異文化に根 ざした異 な

る着想や ノウ ・ハウを生かすことがで きた

とい うこと、このことこそが90年 代 イギ

リスの活況の源であると言 えるのではなか

ろうか。だとすれば、イギリス政府のキャ

ンペーンに踊 らされ、あいもかわ らず 「英

国の伝統」 とや らにお金を落 とし続けるよ

りも、植民地統治の結果 として流入 した外

国人や移民 との 日常的なつ きあいによって

育 まれた、多文化社会の上手な作 り方や、

そこか ら新 しい ものを生み出 してゆ く知恵

を学んだほうがいいのではなかろうか。
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BLPES入 口付近

ドイ ツか らの留学 生が最 も多 く、東洋 人 は

わた しも含めて数 えるほ どしかい なかった)。

では、何 が それ ほ ど まで に留学 生 たち を

LSEに 引 きつ け る のだ ろ うか 。 それ は 、

LSE特 有 の 自由な空 気で あ る。 率直 に言

って、LSEで の 学 生生 活 は掛 け値 な しに

楽 しい。 とい うの も、言 語 も、宗教 も、生

活習慣 もまった く異 なる中央 ヨーロ ッパや

極東 の 出身者 であ って も、 こ こでは 自由 に

研 究 に打 ち込 む こ とが で き、成果 は成果 と

して偏 見 を交 え るこ とな く評 価 され るか ら

で ある。 複数 の異 な る視 点が 交差 し、異 な

る意 見や 立場 がぶ つか りあ う、 そ う した こ

とを む しろ積 極 的 に期待 す る懐 の広 さが 、

イギ リス人 中心 の オ ックス フ ォー ドや ケ ン

ブ リッジに はないLSE独 自 の 国際的 かつ

学際 的 な学 風 をか た ちつ くって いる。先 に

あ げた様 々 な分野 のパ イオニ ア たち も、 こ

の よ うな 自由 と異 文化 に寛容 な土壌 が あ っ

たか らこそ、 は じめて その着 想 を 自由 に開

花 させ る ことが で きたのではなかろ うか。

わた しがLSEで 学 んだ こ とは、異 なる

文 化 的背景 を持 つ留 学生 が萎縮 す る こ とな

く、 のび のび研 究 に打 ち込 め る よ うな懐 の

広 い場 所で こそ、革 新的 な着想 が育 まれる

とい うこ とで ある。 自由で寛容 な学 問風 土

が多様 な学 生 を集め るの であ って 、経済 的

な メ リ ッ トはむ しろそ の結 果 に過 ぎな い。



とな くユ ーザ ー側 で 簡単 に行 うこ とが で き

る。 しか も、 システ ム は外 に も開 かれ てい

るので 、 こ う した諸 々の手 続 をLSE構 内

の別の 建物 の端末 や 、Tellletを 介 して 自宅

の パ ソ コ ンか ら行 うこ と も可能 で あ る(こ

れ は、 ロ ン ドン中心部 か ら地下 鉄で30分

ほ どの郊 外 に住 む身 に とって 、は なは だ便

利 な システ ムであった)。 また、WWWが こ

れ だけ普 及 した現 在 とな って は特 筆 す るほ

どの こ とで もないが 、BLPESの 図 書情

報 シ ステム は ロ ン ドン大の他 カ レ ッジ図 書

館 の システ ム に接 続 されて お り、わ ざわ ざ

遠 くまで 足 を運 ばず と も他 カ レッジの本 を

簡単 に検索 、予 約 で きたの もなか なか便 利

で あ った 。 よ り詳 しい情 報 が必 要 な方 は、

イ ンター ネ ッ トで次 の ア ドレスに ア クセ ス

されたい。

http:〃www.lse.ac.uk/blpes/

最 後 に、 も う一 つ。LSEに 学 ん だ最 も

有名 な 人物 は、 ロー リ ング ・ス トー ンズの

ボ ー カ リス ト、 ミック ・ジャ ガー だ ろ う。

卒業 こそ しなか ったそ うだが 、老 い てな お

盛 ん なそ の経済 活動(?)を つ う じて 、彼

はLSEで 学 んだ こ とを身 を もって実 行 し

続 け てい るので は なか ろ うか。 また、 世界

経 済 を 影 で動 か す とい わ れ る男 、 ジ ョー

ジ ・ソロス もLSEの 卒 業生 で ある。 そ し

て、彼 もまた外 国人であった。
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図 書館 の広報 誌 とい うこ とで、最 後 にL

SEの 図 書 館 につ いて も一言 ふれ てお きた

い。LSEの メ イ ン ・ラ イブラ リーは 、 さ

きほ ど名前 をあげたShaw'sLibraryで は ない。

これ はむ しろサ ロ ンの よ うな もので 、椅 子

なんか も少 しくた びれて はい るが立 派 な ソ

フ ァで 、座 って い る と、つ いつ い うたた寝

して しまう ような場所 で ある。 学生 や研究

者 が研究 に励 む場 所 は、 クレア ・ス トリー

トのBritishLibraryofPolitica亘andEcollomic

Science(BLPES)で あ る。 こ こは、LSEの

メ イ ン ・ラ イブラ リー一 そ れゆ え、そ の

一 角 には
、学 生 の研 究 の便宜 の ため授 業 関

連 書籍 を集 めた コー ス ・コ レク シ ョン ・コ

ーナー な どが あ る一 であ る と同時 に
、 あ

の大 英図書館(BritishLibrary)の 社 会科学

部 門別館 と しての 役割 も担 って いる。 それ

ゆ え、社 会科 学 関連書 では イギ リス最 大の

コ レクシ ョンを誇 り、英語 圏、少 な くとも

イギ リス国 内で 出版 された ほ とん どの 社会

科学書 の閲覧が可能 となっている。約400万

冊 の書籍 、資料が所 蔵 され てお り、 しか も、

その 多 くが開 架で 手 に とって見 る こ とがで

きるのだか ら、たい した ものである。

この全館 開 架方式 をは じめ と して、学 生

と して この図書 館 を使 ってみ て最 も感心 し

た点 は、 その あ らゆ る仕 組みが ユ ーザ ーで

あ る学 生 や教 員の便 宜 を中心 に考 え られて

い る とい う点 であ った。 た とえ ば、返却 予

定 日に借 りた本 を返 さなか った時 のペ ナ ル

テ ィと しては 、 日本 で は一定期 間 の貸 出停

止 とな る場 合 がほ とん どであ るが,こ こで

は遅 れた 日数 分の罰 金 さえ支払 えば、 また

続 けて本 を借 りる こ とがで きる。 これ は 、

報告準 備や論 文執 筆 の ため にいつ で も図 書

に ア クセ スで きる状態 にあ らねば な らない

学 生 や研 究 者へ の配 慮 か ら に他 な らな い。

また 、図書 の検索 は、図書 館内 各 フ ロア に

置 か れた 多数の コン ピュー ター端末 で行 う

こ とがで きるが、 ここで は検 索 だけでな く、

す で に貸出 し中の本 の次 回予約 や貸 出 し延

長 手続 につ い て も、館 員 の手 を煩 わせ る こ
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